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お寄せください。 
 

 

 

１）高齢者にやさしい 

福祉の推進事業         

２）豊かな心で育てよう 

ふれあい交流 

３）歴史と自然を守り 

   伝統文化の伝承 
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十
一
月
八
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
、
平
成
二
七
年
度

「
大
島
校
区
文
化
祭
」
は
、
地
域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
は

じ
め
「
ま
ち
ゅ
り
」
も
来
館
し
て
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ニ
階
和
室
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
健
康
相
談
」

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
血
圧
測
定
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
よ
る
、「
お
は
ぎ
」
の
試
食
も

大
盛
況
で
し
た
。 

同
時
に
、
予
約
の
バ
ザ
ー
の
引
き
取
り
も
無
事
に
完
了
し

ま
し
た
。 

 

作
品
出
展
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様
、
バ
ザ
ー
で
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
や
関
係
者
の
皆
様
ま
た
、
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

文
化
祭
実
行
委
員
会 

一
同 

 

大島連合自治会長 近藤 武 

久万高原町防災センター研修に参加して 

 

 晩秋の好天気の下、大島交流センター主催の久万高原町防災センター日帰り研修に参加しました。 

 久万高原町は平成 16 年 8 月に久万町・面河村・美川村・柳谷村が合併した高原の町で、面積は県下 20 市町最大規模

に 9,239 人が、豊かな自然に恵まれた生活をしていると担当者から説明がありました。 

 当日の研修施設は、平成 26年度に国の補助事業として「道の駅」天空の郷さんさん防災拠点施設整備を町営事業とし

て完成、その後管理運営を久万高原町が行っています。 

 近い将来、今後発生が予想される東南海・南海地震等の大規模災害に備えて、本来の道の駅の機能「駐車場・休憩所・

直売所等」に加えて、防災拠点機能を付加させた施設整備を行っている。 

 防災機能施設として、防災センター鉄筋コンクリート造り二階建て延べ面積 238平方メートルで、一階は備蓄倉庫（飲

食料品・寝具品等常時）、二階は会議室。 

非常用自家発電設備や給水タンク及び耐震性防火水槽、災害用トイレを整備。 

 久万高原町は、松山市から高知県に至る国道 33号線の沿道のため、毎日多くの人・物が通行使用している、万が一災

害が発生した時を想定して、国道通行者と地域住民の安全確保のための役割が期待されている。 

 今回の研修参加の感想として、久万高原町等山間地域で今後発生が予想される大規模災害が起きると、山津波による

道路・通信施設・生活用水等が使用できなくなり、住民が孤立し長期化すると生命の確保をどのようにすればよいのか

考えさせられた。 

 私たちの住む海岸地域とは自然条件の違いはあるが、大規模災害から生命を守るための必要不可欠な防災、減災対策

について行政と地域住民が協働して、安心・安全な地域づくりのため、一人一人が日頃から 

話し合い、協力し合い、行動をする事が大切だと思いました。 
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 ４日（金） 主事補部会 

 ６日（日） 講座：とうど小幟作り 

８日（火） 市公連理事会 

１１日（金） 館長部会  

１３日（日） 講座：とうど竹切り 

１４日（月） 講座：施設見学（今治） 

１８日（金） センター大掃除 

２１日（月） 講座：男（女の人も）の料理教室 

２３日（水） 講座：とうど竹切り 

２９日（火） 

～３１日（木） 

 

 

平成２８年成人式のお知らせ 

 

日  時  平成２８年１月１０日（日） 

１１：００～１１：３０ 受付 

１１：３０～１２：００ 式典 

場  所  新居浜市市民文化センター大ホール 

対  象  平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの人 

 

※・市内に住民登録をしている人には、ハガキでご案内します。 

・市外に住民登録している人で、新居浜市の成人式に出席を希

望する人は、ご連絡ください。 

・ご家族、ご友人等で出席を希望する人も、入場することがで

きます。 

 

ボランティア募集 

  和服で出席する新成人のために、着くずれ直しのコーナーを

設置する予定です。お手伝いいただけるボランティア（２名）

を募集します。（締切：１２月１１日（金）） 

お問い合わせは 

新居浜市教育委員会事務局社会教育課 電話６５－１３００まで 

大島交流センターより 

地域の皆様方におかれましては、お元気でお過ごしのこ

ととお慶び申し上げます。日頃は、何かとセンター事業に

対し、ご協力ご支援賜りまして誠に有難うございます。今

後とも、ご指導賜りますようお願い申し上げます。 

 さて、今年も残すところ１ヶ月となりました。１２月

の声を聞くと、何かと気忙しくなりますが、ご自愛いただ

き病気・怪我・事故等に気を付けていただき、皆様お元気

で新たな年をお迎えいただけますようご祈念申し上げま

す。来年もよろしくお願い申し上げます。 

交流センター職員一同 

交流センター運営審議委員一同 

 

 

平成２７年 年末交通安全県民運動 

 

【期   間】：平成２７年１２月２１日（月） 

～１２月３１日（木） 

 

【スロ－ガン】：『 はんしゃざい  

ぼくの近くの一番星 』 

 

【運動の基本】：子どもと高齢者の交通事故防止 

 

【運 動 重 点】 

・ 高齢者の交通事故防止 

・ 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中 

の交通事故防止 

・ 飲酒運転の根絶 

・ 自転車の安全利用の推進 

 

 

第３１回新居浜凧あげ大会 

○日  時  平成２８年１月１７日（日）１３時～受付 

       ※雨天の場合は１月２４日（日）に順延 

○場  所  マリンパーク新居浜 多目的広場 

○参加基準  ○手作りの凧であること 

       ○糸の長さは１５０メートル以内 

○大きさ、色、デザイン等は自由 

○金属類は一切使用しないこと 

○申  込  当日受付（参加費無料） 

○問合せ先  社会教育課 電話６５－１３００ 

 

 

 

 

 

休館日：年末休業 

 

 
 

 

 

  


